












要約:乳幼児突然死症候群(SIDS)の剖検率が全国で最も高い東京都の 1990 年から 1992 年

までの 2年間について、厚生省人口動態調査死亡票を用いて SIDS の疫学調査を実施した。

死亡票の「死亡の原因」「解剖の所見」「外因死の追加事項」欄の死因に関わる記載から、

「SIDS」は 71 人(出生千対の死亡率:0.230。以下同じ)、「広義 SIDS」が 27 人(0.088)、「疑

SIDS」が 91人(0.294)と判定した。男児が高率に発症し、世帯の仕事ではその他に分類さ

れる世帯で SIDS の発症が極めて高率であった。また、東京都下でも SIDS の剖検率に顕著

な差異が見られ、23 区内では大半が剖検されているのに対して、他の地域では極めて低

率であった。


